
 

第 5回江南市市民協働・市民活動推進協議会 会議要旨 

 

会議名：第 5回江南市市民協働・市民活動推進協議会 

開催日時：令和 4年 3月 3日（木） 書面開催 

    （令和 4年 3月 14日（月）委員からの意見締切日） 

 

資料 1：令和 4年度江南市地域まちづくり補助事業 採択事業一覧 

資料 2：（仮称）交流スペースの名称について 

資料 3：（仮称）交流スペースの運営方針について 

資料 4：（仮称）交流スペース運営等業務委託仕様書（案） 

※ 資料 4は公表していません。 

 

議題 
（1）地域まちづくり補助事業について 

（2）（仮称）交流スペースについて 

 

 

議題 

（1）地域まちづくり補助事業について 

○地域まちづくり補助事業の制度について、意見を伺った結果、委員からの意見はあ

りませんでした。 

 

（2）（仮称）交流スペースについて 

○運営方針等について、意見を伺った結果、委員からの意見はありませんでした。 

 



   
 

 

 

 

 

 

 江南市は、地域で活動する団体などが工夫を凝らして取り組む、地域をよくしていこうという

事業に対して「江南市地域まちづくり補助金」を交付しています。 

令和４年度の実施事業として採択された「地域まちづくり補助事業」を紹介します。 

 

令和４年度 ６事業 

事業名 
実施団体 

＊は代表団体です。 
事業内容 

江南市ゆかりの歌と冊子と 

パネルを作りまちおこし 

まちづくり江南市民会議（*） 

一般社団法人江南青年会議所 

新たに地元にちなんだ歌を作り、市内の各行事を盛り上

げます。さらに、市民に愛され全国に発信できる歌にし

たいと思います。 

また、冊子とパネルでは、「江南の豪商五人衆」という

テーマで、幕末から明治期に江南出身で愛知の経済を支

えた五人を紹介します。 

「みんな集まれ！」 

ふれあいまちづくり 
 きらく会 

小折町内の３地区の連携を深めることを目的に子ども

から高齢者まで幅広い年代層を対象とした様々なイベ

ントを開催することで、地域住民同士のふれあいの場を

提供します。 

廃材活用プロジェクト  Little good 

「コーヒーかす」を中心とした廃材を使ったワークショ

ップを開催し、自分が飲んだ１杯のコーヒーから出た

「ゴミ」ではなく、活用できる「モノ」としての意識を

もってもらうことから SDGs をもっと身近に「ジブン

ゴト」としてとらえるきっかけづくりをしていきます。 

SDGsワークショップで 

学ぼう！感じよう！考えよう！ 
えこすく（ecology school） 

「SDGs」に親しむためのゲームや映画などを通じて、

子どもたちが自分と環境・社会とのつながりに興味を持

ち、視野を広げ、行動したいと思う機会を提供します。 

さらに、より多くの世代に「SDGs」について関心を持

ってもらえることを目指していきます。 
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「こどもスイッチ」 

ワークショップ実施事業 
こうなんこどもスイッチ 

学校では習わない幅広い文化的な体験機会を通じて子

ども達自身が「自分だけの好き」を見つけることで、子

ども達の中に眠っている可能性を広げるきっかけづく

りをしていきます。 

地域とともに生きる 

「自分探しの旅」 
KONAN子育て委員会 

市内の子育て世代の交流の場を設け、情報交換や子育て

支援など、子どもたちが地域ですくすく育つ環境づくり

を行います。 

また、子育てと仕事の両立を目指し、各種資格の紹介と

資格取得のサポートをしていきます。 

 



（仮称）交流スペースの名称について  
１．（仮称）交流スペースの名称案について 
布袋駅東複合公共施設内に設置する（仮称）交流スペースの名称については、推進

協議会においてご意見もなかったことから、年齢や性別、障害の有無にかかわらず全

ての方の交流・協働の場所となることを目指して名称を以下のとおりとしたいと考

えています。  
「地域交流センター」  わかりやすさを優先し、他の市町村でもよく使われている最もオーソドックスな
名称として「地域交流センター」   
２．（仮称）交流スペース内の会議室・（仮称）交流コーナーの名称について  （仮称）交流スペース内の会議室及び（仮称）交流コーナーの名称については以下
のとおりとしたいと考えています。  
会議室名称案：「会議室１」、「会議室２」、「会議室３」   （仮称）交流コーナー名称案：「オープンスペース」   

資料２ 



（仮称）交流スペースの運営方針について 

 

１．（仮称）交流スペースの運営方針について 

 

（仮称）交流スペース運営方針（案） 

（仮称）交流スペースは、年齢や性別、国籍、障害の有無にかかわらず、すべての

人が生涯にわたり活躍できるよう、様々な活動や交流を通じて、一人ひとりが活躍で

きる場を提供します。また、活動同士がつながり、対話の中から、互いの活動や思い

に共感することにより地域課題の解決に向けた自発的な行動を促し、新たな活動を

創出できる環境づくりをします。 

地域コミュニティ、市民活動団体、市民、行政、企業、教育機関など多様な主体が

集い、対話し、行動する地域協働の拠点として、地域資源の集約と発信を行うととも

に、協働・連携の担い手の発掘を積極的に進め、将来にわたって活気と温もりのあふ

れる住み続けたくなるまちを目指します。 

 

２．現状と課題 

急激な社会環境の変化や少子高齢化の進行、人口減少社会への転換、生活様式の多

様化などを背景として、地域コミュニティの担い手の不足や地域とのつながりの希

薄化、社会からの孤立化など地域課題はますます多様化・複雑化しています。 

そうした中で、持続可能な地域社会を構築していくには、行政の限られた資源だけ

では、その全てに対応することは困難であり、市民主体の地域づくりを進めるととも

に、多様な主体による協働・連携が不可欠となっています。 

市民協働の促進のため、市が平成 20 年度に設置した市民・協働ステーションは、

これまで、主に市民活動団体や区・町内会等の活動の拠点としての役割を果たしてお

り、その拠点を活用して市内で活動する市民活動団体等は、様々な分野で地域貢献活

動を続けてきました。 

しかしながら、近年、定年退職後も仕事を続けられる方などの増加に伴い、団体構

成員の高齢化や新たな担い手の不足により活動規模を縮小する団体や活動の継続が

困難となる団体も表れてきています。 

 

３．（仮称）交流スペースのあり方 

これまで、協働の担い手の中心は地域コミュニティや市民活動団体で、その手法の

多くは行政との協働型事業でした。その一方で、企業や大学などの多様な主体がそれ

ぞれの特長を活かして社会貢献活動を行うことで地域課題の解決に寄与しており、

協働・連携の担い手が多様化してきています。 
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こうしたことから、今後は、地域コミュニティや市民活動団体との協働型事業も活

かしつつ、様々な担い手がそれぞれの特徴を活かしながら協働・連携する地域協働が

必要です。 

 （仮称）交流スペースは、布袋駅東複合公共施設内に設置され、すべての人が安心

して気軽に立ち寄れる市民の憩いの場として、施設内に併設される図書館や保健セ

ンター、子育て支援センター、また、隣接する駅から、多世代、多様な人の流れが予

想されます。 

地域協働のさらなる促進のため、こうした新たなつながりが生まれやすい利点を

活かして、市民活動団体や区・町内会等の活動に限らず、趣味やサークル、健康づく

り、就業支援や企業活動に至るまで幅広い分野にわたる活動を行う場の提供により、

自分らしい生き方の実現をサポートし、それぞれの活動をつないでいくことで、新た

な連携、協働、発想の創出につながる仕組みを作っていく必要があります。 

また、いつでも気軽に相談できる窓口に専門スタッフを配置し、一人ひとりの思い

の共有や対話の場づくりを行い、その思いを活かした活動の実現をサポートしてい

くことが大切です。 

そうした活動を持続・活性化させるため、地域課題を共有し、課題解決に向けた人

材の発掘・育成につなげることができる、地域資源の集約と発信、交流の拠点の整備

は、持続可能な地域社会の構築に重要な意義を持つものです。 

 

４．今後の方向性 

 方向性① 活動・交流の促進 

  多世代・多様な人々が、（仮称）交流スペースを訪れ、市民活動や地域の活動、

サークルや企業活動など様々な活動や交流を通じて、一人ひとりが生涯にわた

って活躍できる場を提供します。また、その活動同士をつなぎ、新たな交流の機

会を設け、対話の中から、互いの活動や思いに共感することにより、地域課題の

解決に向けた自発的な行動を促し、新たな活動を創出できる環境づくりをしま

す。 

 

 方向性② 協働・連携の担い手の発掘及び活動の支援 

公益的・社会的な活動を行う企業・教育機関・地域で活躍する団体や地域コミ

ュニティ、また、様々なスキルを持った人材などの地域資源の集約と発信をす

るとともに、協働・連携の担い手の発掘を積極的に進めます。 

また、多様な主体がつながる仕組みづくりや、活動に向けての相談体制を整え

ることで協働・連携による活動を支援するとともに、継続的な活動に向け、各

種補助金などの情報提供やスキルアップのためのセミナーの開催等それぞれの

ニーズに合わせた活動支援を行います。 

 



 

 方向性③ ふれあいや憩いの場 

  普段から地域のふれあいの場として住民に親しまれ、愛着のある施設として、憩

いの場となるよう、新たな人の交流やつながりが生まれる地域に開かれた空間

としていきます。 

  また、市民活動やボランティア活動などの地域の活動に関する情報に触れる機

会を作ることで新たな気づきにつながるきっかけづくりをします。 

 

 方向性④ だれにでも安心・快適な施設 

  地域に身近な施設として、年齢や性別、国籍、障害の有無にかかわらずだれでも

安心・快適に利用できるよう、ユニバーサルデザインを導入し、様々なライフス

タイルに対応した施設としていきます。 

 

 

＜参考＞ 

市民・協働ステーション運営方針 

市民・協働ステーションは、市民の自主的かつ自発的な市民活動が地域に根付き、だ

れでも、共に、人間らしく、しあわせに生きることができる江南市を実現するため、

相談・情報・場の提供を通じて市民活動をサポートします。 

また、サロンのような待ち合わせの場でもあります。多くの人が集い、議論し、行動

する場となることで、市民活動団体相互や市民・行政・企業・教育機関などさまざま

なセクターをつなぎます。 


